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一
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
.

一
ま
た
同
日
市
長
か
ら
追
加
提

一
案
さ
れ
た
議
会
選
出
の
監
査
蚕

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
塩
野
褒

明
氏

門政
和
会
〉
が
選
任
さ
れ
一
甲
府
地
区
広
続
行
致
事
務
組

ま
し
た
。

一
合
並
び
に
甲
府
市
・
玉
穂
村
中

な
お
議
会
推
せ
ん
の
農
業
委
一
学
校
組
合
の
商
議
会
議
員
の
、

員
会
委
員
の
推
せ
ん
を
決
め
、
一
辞
職
に
伴
う
補
欠
議
員
の
選
挙

甲
府
市

・
玉
穂
村
中
学
校
組
合
一
が
行
わ
れ
指
名
推
せ
ん
に
よ
り

議
会
並
び
に
甲
府
地
区
広
域
行
一
次
の
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
・

政
事
務
組
合
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
一

の
補
欠
議
員
の
選
挙
は
、
指
名
一
甲
府
地
区
広
域
行
致
事
富
田
組
合

推
せ
ん
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
一
原
田
正

八

郎

福

島

勇

一
最
後
に
「
婦
人
の
社
会
的
地
一
中
込
孝
文
小
林
康
作

一
位
向
上
に
関
す
る
意
見
書
」
等
一
武
川
和
好

い
ず
れ
も
八
日
一
ど
論
議
が
集
中
し
ま
し
た
。
一
四
件
の
意
見
轡
を
内
閣
総
理
大
一

の
本
会
議
で
当
一
ま
た
、
本
議
会
定
例
会
最
終
一
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提
出
す
る
一
甲
府
市
・
玉
衝
材
中
単
校
組
合

局
原
案
の
と
お
一
日
に
は
、
常
任
委
員
の
改
還
を
一
こ
と
を
決
め
、
す
べ
て
の
議
事
一
原
因
正

八

郎

福

島

勇

六
月
定
例
会
の
条
例
案
は
、
一
の
推
進
と
併
せ
、
健
全
財
政
を
一
り
、
条
例
中
の
不
具
廃
疾
者
用
一
の
布
設
に
対
し
て
の
分
担
金
品
一
千
万
円
を
越
え
る
補
正
額
と
な
一
り
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
一
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
正
副
一
を
終
了
し
ま
し
た
。
一
中
込
孝
文
武
川
和
好

甲
府
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
絵
持
す
る
た
め
に
必
要
な
水
道
一
語
を
適
切
な
用
語
に
置
き
換
え
一
徴
収
す
る
た
め
の
も
の
な
ど
で

一
っ
て
い
ま
す
。
一
今
議
会
で
の
一
般
質
問
は
、
一
議
長
辞
議
に
伴
う
選
挙
を
行
い
一

3
-t
2tee-7

・、.2
〈
J
J
J
}
三
九
三
〈
J
J
J

、

管
理
を
行
う
た
め
の
条
例
の
制
一
料
金
の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
・
↑
を
行
う
も
の
の
改
正
、
地
方
税
一
あ
り
ま
す
。

一
さ
ら
に
こ
の
ほ
か
の
案
件
で

τ日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
一
投
票
の
結
果
、
第
六
十
二
代
議

定
を
は
じ
め
公
共
料
金
の
値
上
一
ま
た
、
議
員
の
報
酬
を
は
じ
一
法
の
改
正
に
伴
な
う
、
法
人
旦
ま
た
、補
正
予
算
は
、
一
般
会
一
は
、
千
塚
小
学
校
東
線
の
在
主
九
議
員
が
各
党
会
派
を
代
表
し
一
長
に
溝
口

一
雄
氏
(
公
盟
品
)第

げ
に
関
す
る
水
道
条
例
の
一
部
一
め
市
長
、
助
役
の
給
与
等
類
似
一
民
税
の
法
人
税
制
の
改
正
、
国
一
計
で
は
、
人
件
費
の
ほ
か
火
葬
一
認
定
等
計
十
件
、
請
負
契
約
の
一
行
政
改
革
、
水
道
事
業
、
教
育
一七
十
三
代
副
議
長
に
は
指
名
推

を
改
正
す
る
条
例
制
定
で
、
こ
一
都
市
の
実
情
を
勘
案
し
た
特
別
一
民
健
康
保
険
料
の
襲
限
度
額
一
塁
本
構
想
作
成
の
た
め
の
委
締
結
集
件
と
し
て
大
津
終
末
処
一
行
政
、
駅
ピ
ル
と
国
体
問
題
な
一
せ
ん
で
市
川
正
雄
氏
(
政
和
会

主
将
来
期
大
す
る
需
要
に
一
議
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
一
の
改
定
と
、
保
険
料
を
軽
減
す
一
語
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一審
議
設
置
工
事
を
は
じ
め
一

i
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i
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間
刊
訂
以
mmuuお
お
い
日
尻
町
別
れ
れ
ば
日
じ
い
は
か
は
は

q
M
M
2
1
1ぺ
戸
別
れ
れ
れ
一
MAMMUPμ
打

開

一

塑

監
査
委
員
に
塩
野
褒
明
氏

一費
の
補
助
等
の
補
正
で
あ
り
、
で
新
設
改
策
工
事
七
件
の
計
十
二
一

ー

一
特
別
会
計
で
は
、
下
水
道
事
柴
一
件
で
あ
り
ま
す
。

一
の
国
庫
補
助
決
定
に
伴
う
追
加
一
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
重
要

一
更
正
、
農
業
共
済
事
業
の
農
作
一
案
件
を
審
査
す
る
た
め
総
務
、

一
物
、
蚕
繭
共
済
の
無
破
笹
農
家
一
民
生
、
建
設
経
済
、
水
道
の
各

等
へ
の
無
事
戻
し
金
支
払
い
等
マ
常
任
蚕
員
会
は
四
日
か
ら
七
日

の
補
正
で
あ
り
、
総
額
二
億
八
一
ま
で
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
、

6月定例会

水
道

料
金
九
月
改
定
決
ま
る

六
月
定
例
会
は
六
月
二
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
十
日
間
と
決
め
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
等
十
二
件
、
一
般
会
計
等
補
正
予
算
三
件
、
請
負
契
約
の
締
結
及
び
市
道
路
線
の
認
定
等
三
十
件
、
教
育
費
負
任
命
等

の
人
事
案
件
二
件
の
計
四
十
七
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
殺
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
日
に
は
正
副
議
長
の
選
挙
、
監
寮
容
員
の
選
任
、
常
任
零
員
の
改
選
、
甲
府
市

・
玉
穂
村
中
学
校
組
合
議
会
並

び
に
甲
府
地
区
広
減
行
政
事
務
組
合
議
員
の
補
欠
議
員
の
選
挙
、
議
会
選
出
の
股
業
委
員
会
要
員
の
推
せ
ん
等
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
七
月
八
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

組
合

機
会

隊

員

の

変

更

+ 

3頁委員会の審査状況ほか

4頁新常任委員の紹介

+ 紙面あんない

1頁議会概要ほか

一般質問ほか2頁

教

育

委

員

選

任

に

同

意

.，.，皆川師"1.....7-. .. 
守司-・ 4‘、...t・ふ~"，... も

急ピッチで建段が週臨む荒川多目的ダム

七
月
八
日
の
本
会
議
に
、
市
一
暗
唱
し
た
教
育
委
員
会
安
員
鹿
瀬

長
か
ら
人
事
案
件

一
件
が
提
出
一昇
氏
の
後
任
の
要
員
と
し
て
麹

さ

れ

ま

し

た

。

一

回
久
氏
を
全
会

一
致
を
も
っ
て

五
月
十
二
日
付
を
も
っ
て
辞
一
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
した
.

今
定
例
会
最
終
日
に
、
議
会
一

頃

一選
出
の
監
査
蚕
員
小
林
匡
氏
一

b
出

一
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
塩
野
一

特

別

委

員

会

委

員

の

変

更

川

町

蚕
明
氏
を
選
任
す
る
議
案
が
提
一

可

塩

一
出
さ
れ
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
一
本
市
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
一
小
河
原
正
平
原
田
正
八
郎

一
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
了
。
「
国
民
体
育
大
会
対
策
に
関
一
福
島
勇
込
山
貴
雄

S
E
a
s
-
E
S
E
-
s
s
g喜
S
S
E
a
s
-
s
-
g
a
s
e
s
-
s
a
g
-
S
S
E
E
-
(塩
野
褒
明
氏
の
略
歴
)
一
す
る
調
査
特
別
要
員
会
」
「
甲
一
小
林
匡
鈴
木
豊
後

一

一

甲
府
市
新
田
町
十
五
番
五
号
一府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
通
一
早
川
先
園

山
中
繁
芳

一設
、
文
教
施
設
の
整
備
等
、
若
一

一

一

就

任

あ

い

さ

つ

一
々
構
想
こ
向
け
て
事
業
が
進
め
一
甲
府
中
学
校
革
、
市
議
会
議
1
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
室
一
語
正
左
衛
門
臼
井
成
夫

一
ら
れ
て
れ

り

ま

す

。

一

員

二
期
、
総
務
常
任
安
員
長
一
会
」
及
び
「
地
震
防
災
対
策
に
一
地
震
防
災
対
策
に
闘
す
る
周
釜

甲
府
市
訴
会
議
長
溝
口
一
雄
一
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
一
議
会
運
営
室
長
を
歴
任
。
一
閃
す
る
調
査
特
別
宮
崎
」
の
一
特
別
委
員
会

(

十

こ
さ

一議
決

機

関

と

し

て

の

使

命

は

、

一

五

十

八

才

一
委
員
の
変
更
が
あ

ま

!
t
一

安

員

長

市

川

正

雄

甲
府
市町
師
会
副
桜
長
市

川
正
雄
一
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
痛
一

一

変
更
後
の
構
成
は
次
の
と
お
一
副
寮
員
長
岡
田
修

'

一代
表
的
な
中
堅
都
市
で
あ
り
ま
一
感
し

て

お

り

ま

七

一

t
i
l
--:
l
i
l
i--

一り

で

す

。

一

内

藤

源

一

塩

野

褒

明

h
悶
U
悩

，

主

す

。

一

そ

の

責

任

の

重

さ

を

十

分

自

一

六

月

臨

時

会

一国
民
体
育
大
会
対
策
に
闘
す
る
一

飯

島

男

中

込

孝

文

句

aa姻
・

品

目

一
「
地
方
の
時
代
」
が
叫
ば
れ
一
党
し
、
市
政
の
発
展
の
た
め
全
一

一

調
査
特
別
委
員
会
(
十
三
名
)
一
小
称
康
作
小
沢
政
春

，
ら
，J

‘H
一
て
い
る
今
日
、
市
政
を
取
り
巻
一
力
を
あ
げ
て
努
力
い
た
し
ま
す
一
六
月
態
時
会
は
、
六
月
九
日
一
安
員
長
上
田
英
文
一
富
永
致
男
宮
島
雅
良

司
理
一
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
一
と
共
に
、
議
決
権
限
を
持
つ
議
一
に
開
か
れ
ま
し
た
。
一
副
委
員
長
武
川
和
好
一
秋
山
慎
次
郎
三
井
五
郎

h
r

多

長
一
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
会
側
は
執
行
権
堅
持
つ
執
行
一
市
長
か
ら
市
税
条
例
の

一
部

一

内

藤

秀

治

伊

藤

常

八

寸

l

i

l

-

-

b叡

む

一

ま

た

市

民

の

皆

さ

ん

か

ら

の

す

と

の

、

そ

れ

ぞ

れ

の

権

限

を

一

改

正

、

豊

富

会

委

員

の

選

一

町

村

賞

刊

誌

二

農

業

委
員

を

推

せ

ん

a
'
s
b
q
A
I叫

H
一
ご
要
望
も
ま
す
ま
す
多
様
化
し
一
尊
抵
し
合
い
、
協
力
し
て
市
民
一

一

一

d
E・「

d
、

市

一
て
き
て
お
り
ま
す
。
一
の
負
託
に
こ
た
え
、
立
派
な
甲
一
挙
区
の
設
定
及
び
選
挙
区
ご
と
一

堀
内
光
雄
小
沢
銅
雄
一
市
長
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
学

私
ど
も
去
る
七
月
八
日
の
本
一
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、

一府
市
政
を
つ
く
り
上
げ
て
ま
い

一
の
委
員
定
数
に
関
す
る
条
例
の
一

千
野
た
け
る
中
西
久
一
識
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら

会
磁
で
総
長
、
副
議
長
に
選
ば
一
い
ま
本
市
は
市
民
が
喜
ん
で
定
一
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
一
部
改
正
ほ
か
専
決
処
分
二
件
一

土

屋

直

一

選

ぶ

農

業

安

員

の

推

せ
ん
が
行

れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
器
用
で
一
住
す
る
こ
と
の
で
き
る
都
市
ユ
こ
こ
に
就
任
に
あ
た
り
ま
し
一
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
し
一
甲
府
駅
近
代
化

霊
霊

ぴ
に
交
一
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
し
ま
し

あ

り

ま

す

。

一

甲

府

市

」

の

創

造

を

め

ざ

し

、

一

て

決

窓

を

申

し

上

げ

、

市

民

の

一

一

通
問
題
に
関
す
る
問
査
特
別
寮
一
た
。

甲
府
市
は
市
制
施
行
九
十
三
一
軒
世
施
策
を
は
じ
め
、
将
来
に
一
皆
織
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
一
た
結
果
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
一
員
会

〈

十

二
名

〉

一

市

村

輝

努

福

島

男

年
と
い
う
古
い
伝
統
の
な
か
に

一
わ
た
る
水
資
源
の
確
保
の
た
め
一
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
一
の
と
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
一

安

員

長

早

川

武

男

一

飯

島

男

土

屋

直

も
、
新
し
い
息
吹
き
を
も
っ
た
一
の
荒
川
〆
ム
建
設
、
下
水
道
施
一
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
・
一
た
。
一
副
委
員
長
堀
口
菊
男
一
長
瀕
正
左
衛
門



ヲ
j園
高
司

千

代

田

地

区

一

論

を

ま

っ

て

テ

ス

ト

ポ

1
3一
び
し
い
状
況
で
あ
る
が
今
後
あ

一グ
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
一
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
水
源

水

源

確

保

に

努

力

一

し

か

し

、

計

画

水

量

を

十

分

一

確

保

に

取

り

組

ん

で

い

く

。

一
確
保
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
き
一

間
千
代
田
地
区
簡
易
水
道
一井
戸
の
揚
水
量
を
調
査
し
た
が
一

に
つ
い
て
の
状
況
と
見
通
し
に
一
水
量
が
少
な
く
計
画
水
量
玄
惟
一

つ
い
て
伺
い
た
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。

一保
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
一

答
千
代
田
地
区
簡
易
水
道
一で
あ
る
。

一

事
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
施
行
一
し
か
し
、
新
た
な
地
下
水
を
一

す
る
考
え
で
予
算
計
上
を
し
た
一
確
保
す
る
た
め
、
学
識
者
に
よ
一

が
拐
水
量
が
計
函
水
量
に
述
し
一
る
地
下
水
源
調
杵
主
電
気
回
開
査
〉
一

な
い
た
め
事
業
を
中
止
し
、
「
河
一
を
実
施
し
、
現
在
調
査
結
果
を
一

川
」
「
湧
水
」
の
状
況
、
既
設
一分
析
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
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一
般
質
問
は
七
月
一
日
か
ら
ゴ
一
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
九
氏
が
各
党
派
を
代
表
し

て
水
道
条
例
改
宜
、
甲
府
駅
近
代
化
と
駅
前
西
側
再
開
発
、
行
政
改
革
等
、
当
面
す
る
市

政
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
き
び
し
い
暑
さ
の
中
で
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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六
十
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た
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え
て
い
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橋
上
部
工
架
設
工
事
の
請
負
契

約
も
興
議
な
く
可
決
す
る
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

七
月
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
四
日
、

六
日
及
び
七
日
の
一
一
一
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
会
、
現
地
視
察
を
ま
じ
え
る
な
か
で
、

慎
重
に
審
査
し
た
経
過
と
結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総

務

委

員

会
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次
申
部
・
宣
に
属
す
る
事
項
を
'
査
す
る

一
市
長
室

二

技
術
管
理
室

三

国
体
制
中
備
室

回

調
整
管
理
部

五

企
画
部

六

総

務

部

七
市
民
部
〈
国
民
健
康
保
険
課
を
除
く
。
)

八
社
会
部
東
部
地
域
振
興
銀
及
び
西
部

地
域
振
興
課

九

会

計

室

十
教
育
安
員
会

十
一

選
挙
管
理
委
員
会

十
二

公
平
委
員
会

十
三
監
査
要
員

民岡安艮長

岡田 修

日本共産党

国母 7-6ー 7

雪袋ト1838

次
回
醤
・
宣
に
属
す
る
事
項
を
'
査
す
る

一
社
会
部
〈
東
部
地
域
振
興
課
及
び
西

部
地
域
娠
興
課
を
除
く
。
)

ニ

福
祉
部

三

環
境
部

四

市

民

部
国
民
健
康
保
険
課

五
市
立
甲
府
病
院

務

委

員

lhR
IB-
-
v

文

蜘

O

R
ア
-

M
M
W
員

E
認

，F
恥悟

け
邸
内
i
引

委

国

跡
山
叩
必

1
1
.‘
上

明

日

雪

生

委

員
安良

内.秀;台

政和会

飯田 3-10-16 

雪 22-9093

委 員

小 林康作

公明党

愛宕町196
雪印-0錦2

会

_! _! 

同
設

i
l
i

p

芳

明

曲

n
v九

臨
み

』

!
‘一

‘

山

細

管

会

犠
委員

武 川 和好

日本共産党

積根町84-5
智 35-3705

委員

秋山慎次郎

公正クラブ

中央3-10-11

~ 33-3004 

~員
中西 久

明政クラブ

美咲 1-2ー 11

雪 51-3109

後

m

h
E一-

r

E

党

一
切

!

:
:
o
O
 

B¥f
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柑
ぷ
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'
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日

田

p

aan

鈴

池

唱

次
の
笛
・
主
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

経
済
部

ニ
建
設
部

三
都
市
開
発
部

四

中

央

卸
売
市
場

五
農
業
委
員
会

水

簡
単
OT加

岡伸

日本社会党

上町1484

管制-3722

次
の

g
・
局
に
属
す
る
事
項
を
'
査
す
る

水
道
局

ニ
下
水
道
部

経

済

委

員

F

平

2

』
『
閃
句

、
例

i
員

正

会
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之
剛
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一
一
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H
P
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'
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委

康
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J
邑
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河

田
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飯
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E
云

一
一
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制

畠
問

、守
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向

山
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 .
.
 ，司
-
a司
、

塩

新

雪

道

委

1i" 
委員

飯島 勇

日本社会党

大手 1-3-4

管 52~758

員
安良

市 川正 雄

政和会

国玉町1181

雪 3ふ-0939

要員

小林 医

日本社会党

境部2ー 7-13

雪53-4786

要員

溝口一雄

公明党

天神町10-7

管 52-0753

..0蜘
ヨヨE

(
時
同
日
一一

i

1

.
、

早

宝

智

委員

長海正左衛門

明政クラブ

善光寺町おお

~ 33-2033 

望書 員

場内光雄

公明党

青沼 1-2-22

~~37 

安員

三井 玉郎

無所属

東光寺町お4

~ 35-0鈎3


